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１ はじめに

牛白血病ウイルス（BLV）によって引き起こされる地方病性牛白血病（EBL）は家畜伝染

病予防法における届出伝染病に指定され、全国的にその摘発頭数は年々増加している。県

内でも乳用、肉用種とも発生は増加傾向である。EBLの発症率は低いが、ひとたび発症す

れば死の転帰をたどり、と畜場出荷牛が摘発されれば全廃棄となるため、畜産への被害は

甚大であり、特に肥育農場では近年危機感をつのらせている。平成２７年４月に国からEB

Lに関する衛生対策ガイドラインを発表された。しかし、それらの清浄化対策の中には現

実的に実施が困難なものもあり、未だ本病の予防法は確立されていない(図１）。

そのような中、現在注目されている、（独）

理化学研究所（以下、理研）を中心に進め

られている新たな清浄化対策に注目した。

これは遺伝子レベルで牛白血病の発症抵抗

性の牛を選抜し、発症しにくい牛群を造成

するという育種戦略である。

今回、EBLの発症があった管内の１和牛繁

殖農家において、衛生対策ガイドラインに基

づく清浄化対策に取り組みつつ、上述の育種

戦略を併せて行うという試みを始めたので、

その概要を報告する。

２ 材料および方法

（１）育種戦略

この育種戦略の核を担っているのが、主要組織適合遺伝子（MHC）といわれるものであ

る。MHCは脊椎動物が持つ、免疫反応に関す

る遺伝子情報を含む大きな遺伝子領域で、

中でも牛のMHCはBoLAと呼ばれ、第２３染色

体のMHCクラスⅡという領域に存在してい

る。

この中のDRB3対立遺伝子が牛白血病の発

症に関与することが分かっている。

このDRB3遺伝子座には１１９種類の、ア

リルと呼ばれる対立遺伝子が存在し、その

中の1601遺伝子が発症感受性の対立遺伝子

であり、また0101遺伝子、2703遺伝子など７つの対立遺伝子が発症抵抗性として知られ



ている。

理研の行った研究によると、発症感受性対立遺伝子1601を持つ牛は、発症頻度が高い傾

向があり、1601保有牛５３頭のうち、牛白血病の発症牛であった割合は７７．４%であっ

た。そして、中でも1601をホモで有する個体の発症頻度は特に高いといわれる。（図２）

従来のECの鍵やBLV遺伝子量などの更新牛の選定基準に、この1601遺伝子の保有という

新たな基準を加えることにより、さらに選定範囲を絞ることができると考えられる。

そこで県内モデル農場について、牛のMHCのタイピングを行い、1601遺伝子保有牛を選

定することを試みた。また併せて理研が開発したCoCoMo-qPCR（以下C-qPCR）の検証を試

みた。

（２）方法

平成２６年度より育種戦略のモデル農場を選定し、牛白血病対策とその検証をスタート

した。モデル農場は、繁殖和牛４０頭規模の肉用牛一貫経営農場である。この農場は、過

去に２回、牛白血病が発生しており、それらの牛は親子関係だった。

まず、BLVの浸潤状況を把握するため、平成２６年６月に繁殖和牛の血液３０検体を用

いて、抗体検査とBLV抗原検査を行った。抗体検査は市販のELISA、抗原検索は市販リアル

タイムPCRキット（以下、市販qPCR）を用いて実施した。

次のステップとして５ヵ月後の１１月に、状況確認検査と対立遺伝子のタイピングを実

施した。材料は前回採材した１５頭を含む繁殖和牛の血液とした。BLV抗体検査は同様に

実施し、抗原検査はC-qPCRを実施した。対立遺伝子のタイピングは理化学研究所で実施し

た。

３ 結果及び考察

抗体検査では６月は４頭が陽性、１１月

は５頭が陽性だった。１１月に新たに陽性

だった１頭は、６月の検査は未実施だった。

抗体検査結果を比較すると、それほど大き

なウイルスの動きが無く、このモデル農場

の浸潤状況はそれほど高くないものと考え

られた。(表１）

しかし、リアルタイムPCRの結果では、６

月に実施した市販qPCRでは、全て陰性であ

ったのに対し、１１月に実施したC-qPCRで



は９頭で陽性となった。抗体の変動があまり

なかったことを考慮するとC-qPCRはより高感

度にBLV遺伝子を検出すると思われた。（表

２）

また、C-qPCR陽性牛のうち、４頭の牛がEL

ISA陰性でした。これはC-qPCRはBLV抗体が陽

転する前からBLV遺伝子を検出できるという

これまでの報告と一致している。（表３）

感受性対立遺伝子1601については、ホモで

保有する牛はいなかったが、９頭の牛がヘテ

ロで保有していた。保有牛９頭中、６頭がC-qPCR陽性であった。（表４）

４ まとめ

以上の結果をまとめると、１１月のC-qPCR 陽性９頭のうち４頭がBLV抗体陰性であった

ことから、C-qPCR はELISAよりも感度が高いことが示唆された。また６月の市販qPCRが全

て陰性だったにもかかわらず、１１月のC-qPCR で９頭が陽性だったことから、C-qPCR は

市販PCRよりも感度が高いことが示唆された。また、感受性対立遺伝子1601をホモで保有

する個体なく、ヘテロで保有する個体は９頭であった。抵抗性対立遺伝子は４頭が保有し

ていた。

今後は、残りの繁殖和牛について、対立遺伝子のタイピングを実施し、BLV遺伝子量や

抗体価を定期的に検査することで、感受性対立遺伝子を保有し、BLV遺伝子量の多い牛か

ら早期に更新していく予定である。これにより、発症を早期に予知し、経済被害を低減さ

せる事が出来ると考える。そして将来的には発症しにくい牛群の造成に繋げたい。

実施にあたっては、採血とウイルス量や抗体価の測定など、感染状況調査を家保で実施

し、対立遺伝子検査によるEBL抵抗牛の選抜は理化学研究所が行うという連携によって、



繁殖和牛農場において、EBLを発症しにくい

牛群の造成を試験的に進めていきたい。

このように、全国に先駆けてEBLを発症し

ない遺伝子をもつ抵抗性牛群の造成を進める

ことにより、鳥取県の牛はEBLを発症しにく

い、という購買者への評価向上、またEBL清

浄化が進むことによる生産性の向上によっ

て、地域の和牛振興につながることを目標と

している。まだ試み始めたばかりの段階であ

るが、今後も積極的に取り組んでいく予定で

ある。（図３）
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